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春日市教育委員会 松丸 幸司
石田 真由美

ＭＥＸＣＢＴを活用した
春日市通過テストの実施について
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①春日市学力調査（春日市通過テスト）のCBT化の経緯

令和元年度

春日市内小学３・４年生対象
市独自の学力調査を実施

※紙媒体でのテスト実施
※問題作成は学校で分担

令和２年度

令和３年度

※試行的にＧｏｏｇｌｅフォームを
用いての実施（小２～中３）

令和４年度

春日市立全小中学校・全学年対象
春日市独自の学力調査（春日市通過テスト）を
ＭＥＸＣＢＴで実施（約１１，０００人が受検）

※本格的CBTシステム
での実施は初

春日市内小学校 1年生

今後を見据え、
コンピュータで実施することや
自動採点で行うことを含め
検討してほしい

市独自の学力調査を
小中学校全学年で実施し、
個の支援につなぎたい

基礎・基本に絞った問題を作成し、
市教委から各学校に配信したい

全国学調のCBT化を見据え、
タブレット端末を用いた解答形式
にも慣れさせたい

指導主事

Googleフォームを使ってみては
どうでしょうか

ＩＣＴ担当者

文部科学省の
ＭＥＸＣＢＴで実施
(協力:文部科学省DX推進室

：文科省委託事業者)

教育長
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②春日市学力調査（春日市通過テスト）の概要
項目 R4年度の概要
対象 小１～中３

人数 約11,000人

教科 算数・数学

問題作成 春日市教育委員会

形式 MEXCBT

解答形式 選択式（基本４択）

採点 自動採点

内容
・基礎・基本に絞った設問（２０問程度）
※当該学年前期（９月）までの内容
※図形領域等は選択できる問題を

分析データ
・MEXCBTから結果データをCSVで
取得
・学習ｅポータルの結果表示

集計・分析
・学校・学年のトータルスコアの平均・
問題ごとの平均
・得点8割未満の児童生徒抽出

教育委員会
体制

学校教育課指導主事
学校教育課ＩＣＴ担当主事
学校教育課学校ICTコーディネータ

（MEXCBT窓口担当）

スケジュール

4月 ・市通過テストのCBTでの実施を周知
・ＭＥＸＣＢＴ登録等学校環境の準備

7月 ・市通過テストをMEXCBTで 実施す
ることを決定

8月
・市通過テストの実施について 文部科
学省教育ＤＸ推進室にご相談
・問題作成開始

9月

・市通過テストの問題データを提出し、
文部科学省委託業者にMEXCBT上に
作成・搭載依頼
・定例校長会で実施要項説明

10月
・練習テストを実施（２問程度）
※２週間の中から、
各学校で「実施日」「校時」を設定

11月下旬

１２月上旬

・春日市通過テスト実施（２０問程度）
※２週間の中から、
各学校で「実施日」「校時」を設定

12月下旬 ・ＣＳＶデータ取得、結果集計作業・学校（学年別）結果を学校へ返却

～
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②春日市学力調査（春日市通過テスト）の概要
解答形式 選択式（基本４択）

採点 自動採点

内容
・基礎・基本に絞った設問（２０問程度）
※当該学年前期（９月）までの内容
※図形領域等は選択できる問題を

解答形式 選択式、短答式（直接記入含む）

採点 各学校で教職員が採点、得点入力

内容
・多くは基礎・基本（一部活用含む）
※当該学年 年に２回実施
※小３，小４のみ
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③GoogleフォームからＭＥＸＣＢＴに変更した理由

（１） 文部科学省が運営する無償のシステムだから （文部科学省の支援あり）
（２） 全国学力・学習状況調査で使用されるシステムだから
（３） 問題提示に特化された「画面構成のよさ」があったから

※①問題にチェックを入れておくと、即時に戻ることができる （全体像の把握が可能）
※② 下部スクロールをしなくてよい (１問につき１画面表示＝集中しやすい）

※①

枠を付加

※②
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④実施に向けて工夫した点

○ 市教委内でのMEXCBTシステムの共通理解
※文科省の地方学調研究会資料・マニュアル等を活用して理解を図った。

○ 学校での運用マニュアル作成と研修の実施
※市独自の運用マニュアルを３種類作成し、ＰＤＦデータで共有
（教職員用、児童生徒用、特別な支援を要する児童生徒用）
※教職員対象の「学習ｅポータル」及び「MEXCBT」の研修を実施

○ ネットワーク環境を踏まえた対応
※回線の混雑を抑えるために、２週間の期間を設定し、分散して実施した。

○ 個人の受検結果は、即時返却（閲覧可）とした
※当初、全ての児童生徒が調査を終了した後に、まとめて結果返却するよう検討
※令和４年度は、ＭＥＸＣＢＴの即時性のよさを生かすため、受検終了後すぐに、
学習eポータルで表示されるようにした。
→迅速な結果返却が実現したため、効果的な復習が可能
→学校には、学年ごとの集計結果を別途データで返却、個に応じた支援へ
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④学校に返却した集計結果データ(学校別・学年別） 7



この資料を作成した意図
○ 個に応じた支援が必要と考えられる児童生徒を把握
○ 児童生徒のつまずきを可視化、問題から支援（内容、方法）を検討
※どこから分からなくなったのか
※どの問題（領域、単元等）が分からないのか
※どのような学び方がよいのか、今の学び方でよいのか

④学校に返却した集計結果データ(学校別・学年別） 8



④結果表示サンプル （児童生徒：結果確認画面）

Aさん
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④結果表示サンプル （児童生徒：結果確認画面）

Aさん
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④結果表示サンプル （先生用：クラス平均・児童生徒一覧）

クラスの平均

Aさん

Bさん

Cさん

Dさん
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⑤感想

１．ＭＥＸＣBＴを使い、市の通過テストを実施してよかった

児童生徒に
結果を即時返却し、
基礎・基本の定着を
把握することができた。
自動採点により、
先生方の採点時間を
削減することができた。

MEXCBTを使った
問題の配信方法や
結果の確認方法を
理解できた

自動採点で
すぐに結果が
出るのが
いいね

MEXCBT
の操作に
慣れたよ

市教委教職員児童生徒

MEXCBTの
運用の仕方が
理解できた。
今後の

活用のイメージを
もつことができた。
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⑤感想

２．ＣBＴ化を進めるには、まだまだ検討することがある

○ 紙のテストをそのままＣＢＴ化するのではなく、
CBTに合った作問などの工夫が必要

○ 紙のテストとCBTの住み分け等の検討

○ 他のデータとの連携等将来を見据えた
活用方法の検討
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⑤感想

３．ＣＢＴ化には、期待もいっぱい

・タブレットでテストを受けるのは楽しい
・すぐに結果が確認できていい
（復習にもつながる）
・1問ずつ画面に出てくるし、ズーム等も
できて、見やすい

・紙で書いたテストに先生が丸をつけて
くれるのが好き
・計算過程を書くところがほしい
・高校入試は紙（媒体）で実施されるので、
やっぱり紙（媒体）がいい

・ペーパレス、採点の正確性、先生方の
負担減少の面でよい
・学習障がいのある子どもたちにとって
よい方向ではと思う
・これからの時代はCBT化が進むと
思うので進めてほしい

・小学校の間は書く力も大事と思うので
紙（媒体）のテストも大事にしてほしい
・入力のスキル等、学力以外で差が
出ないか心配
・目の疲れも心配

児童生徒 保護者
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・児童生徒・学校・市教委でデータ活用の形態等を逐次検討していく必要あり
・教育委員会として各種システム連携や導入を引き続き検討していく必要あり

R4年度 R5年度 R6年度以降

MEXCBTによる
春日市通過テスト実施
（算数・数学）

MEXCBTによる
春日市通過テスト実施
（国語を追加）

MEXCBTによる
春日市通過テスト実施

（英語、社会、理科を順次追加）

MEXCBTによる春日市通過テストを個別の経年的な学力調査へ
・児童生徒のつまずきの可視化 ※児童生徒自身が結果を捉え、学び（方）を見直す機会に
・学年の傾向を分析し、個の支援へつなげる
・過去のデータと比較し、その結果から授業改善へ ※学力の向上

⑥今後のデータ活用の方向性について

教育データ利活用については、日進月歩の状況

MEXCBT 学習eポータル デジタル教科書 デジタルドリル 質問紙調査等
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